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編さん便り

　平成 27 年（2015）は未年、７年ぶりに「下総三
山の七年祭り」（二宮神社式年大祭）が行われます。
　この三山の七年祭りは、7 年に一度、丑年と未年に
行われるお祭りです。内容は、大きく分けて日中の安
産御礼大祭と深夜に行われる幕張の磯出祭の二つから
構成されています。平成 15 年には千葉県の無形民俗
文化財に指定されました。
　三山の七年祭りに特徴的なのは、参加する神社それ
ぞれに役割が与えられていること。参加する神社は、
　二宮神社 ( 船橋市、夫役 )
　子安神社（千葉市花見川区畑町、妻役）
　子守神社（千葉市花見川区幕張町、子守役）
　三代王神社（千葉市花見川区武石町、産婆役）
　菊田神社（習志野市、叔父役）
　大原大宮神社（習志野市、叔母役）
　時平神社（八千代市、長男役）
　高津比咩神社（八千代市、娘役）
　八王子神社（船橋市、末息子役）
の九社です。

（右図はおおよその位置、海岸線は埋立前のもの）
　今年の大祭は、10 月 31 日から 11 月 2 日にかけ
て行われますが、それに先だって 9 月 13 日には二
宮神社で小祭（湯立祭）が行われます。

七年祭りの起源
　七年祭りのいわれとしては、室町時代に馬加（ま
くわり）屋形の城主であった馬加陸奥守（むつのかみ）
康胤（やすたね）の奥方の懐妊に関わる話が有名です。
　奥方は懐妊したものの、11 か月を過ぎても出産の
兆候が無く、心配した康胤が素加天王神主と三山神
主の両人に安産の加持祈祷を命じました。この時の
神託に従い、馬加の磯辺で安産祈願の祭式を執り行っ
た（磯出祭）結果、男子を無事出産しました。これ
を喜んだ康胤が領内へ触れを出して安産の祭り（安

産御礼大祭）を行ったところ、多くの人びとが集まっ
たとされています。その後、千葉氏の内紛により馬加
城は廃されてしまい、祭りの記録も途絶えます。
　現在のように、7 年ごとに行われるようになったの
は享保 12 年（1727）といわれています。「素加天王
社伝記」（年不詳）という資料の中に、古くは 11 月
17 日の神事で、享保 12 年 9 月から 7 年に一度の祭
礼となったことが書かれており、現在行われている七
年祭りの原形をうかがうことができます。この時点で
既に安産御礼→安産祈願（磯出祭）という逆転現象が
生じています。近代に入って作成された『神社明細帳』
の二宮神社の項では、こうした祈願と御礼の順序が本
来あるべき姿とは逆転している現象を指して「… ﹁三
山の祭 後が先﹂と云ふ伝説生じたり」と記しています。

「江戸時代の村の史料を読む」（仮）
古文書に慣れ、ある程度読める方を対象（千葉市在住・
在勤・在学の方）。テキストは江戸時代に書かれた古文
書の複写。全６回。
講師；後藤雅知先生
　　　　（立教大学文学部教授、千葉市史編集委員）
定員；40 名　会場；千葉市立郷土博物館講座室
日程；以下の通り（いずれも火曜、13:30 ～ 15:30）
　11/10・11/17・12/8・12/15・H28/1/19・1/26
＊市政だより 10 月 15 日号にて募集予定。

本年度の初級古文書講座・市史研究講座は募集を
終了いたしました。

平成27年度(後期) 千葉市史主催　講座のご案内
中級古文書講座

↙

【申込方法】　往復葉書・電子申請でお申し込みください。

住所 ･氏名 ( ふりがな )･ 年齢 ･ 性別 ･ 電話番号を

明記のうえ、千葉市史編さん担当までお申し込みください（下

記問い合わせ先）。

葉書の場合、一枚につきお一人のご応募となります。

電子申請の方法を含め、そのほかの詳細は市政だより・千葉

市立郷土博物館 HP にてご確認ください。

　　　http://www.city.chiba.jp/edl/kyodo/kyodo_top.html

　　　　　　　　※お申込み多数の場合は、抽選となります。

問い合わせ先
　　〒 260-0856　千葉市中央区亥鼻 1-6-1

　　　　　　　　　　千葉市立郷土博物館　市史編さん担当

℡ 043-222-8231
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　七年祭りに参加する神社のおおよその位置
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こんな資料が面白い !! ～ボランティアさんの思い～
市役所から町内への通達文書が多数あり、かつ区長から町内へ回覧する様子が記録されていて、興味深い／配給制
度、国債購入お願い、そして出征兵士見送りなど、隣組の活動が見て取れる／戦災にあった小学生の文集／乳幼児
へのミルク配給停止／配給券の実物
松本先生の戦争被災の記録は大変貴重です。ぜひ大切に記録・保存して頂きたいと希っています。

　「千葉大空襲展」のポスター（昭和 60年）

　平成 25 年度、千葉市史編さん担当では黒砂町故松
本貞雄氏の資料を受け入れました。
　現在、市史協力員（古文書ボランティア）の皆さん
が中心となって行った整理作業を、データ化する作業
に入っています。整理作業完了まではもう一息といっ
たところです。

　故松本貞雄氏は元
高等学校教諭で、千
葉県教育センターに
勤務され、千葉市空
襲を記録する会の主
宰でもありました。
　今回受け入れた
資料は、昭和 60 年

開催の展示で使用されたパネル、昭和 10 年代の千葉
市役所からの防空訓練に関する通達などの戦中の様子
を示す資料、大判の空撮写真、聞き取りなどを記録し
たと思われるカセットテープなど、その多くが千葉市

の戦災の記録に関わる資料です。それに加えて戦災・
空襲を記録する会全国連絡会議に関する資料も多く残
されており、松本氏の精力的な活動の一端が垣間見え
ます。
　千葉市史編さんだよりでは、戦後 70 年を迎えた今
年から、何回かにわたって松本氏の資料をとりあげ、
簡単にではありますが、ご紹介していこうと思います。
　戦後 40 年時点で松本氏が伝えたいと願ったさまざ
まな出来事。さらに 30 年を加えたいま、もう一度見
直す必要があるのではないでしょうか。

　　　　　　　Prologue

千葉市立郷土博物館 検索

CLICK!

あれから70年
千葉市の戦後 70年を考える

―故松本貞雄氏の資料から

　『千葉市空襲の記録』（左上）／教育会館屋上か
らみた本千葉方面（昭和 21年 8月撮影、右下）
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祭りの流れ
　それでは祭りのおおまかな流れをみてみましょう。
　七年祭り当日は、正午頃を目安に大原大宮神社をはじ
めとする各社の神輿（あるいは山車）が、三山に設けら
れた「神揃場」（かみそろいば）へ集まります（下図）。

すべての神輿が揃って神事が終わるまでに、およそ五時
間かかるとされています。
　神揃場での神事を済ませたのち、神輿は順次二宮神社
へと向かい、安産御礼の昇殿儀式が行われます。
　二宮神社境内では多くの舁夫たちによって神輿がもま
れ、二宮神社の神輿は御仮屋へ、そのほかの神輿は昇殿
します。ただ、子守神社の神輿だけは、その大きさから

社殿中には入
りません。神
事を終えた神
輿は、また境
内でしばらく
もんだ後、境
内を出て行き
ます。
　社殿入り口
ギリギリを通
る神輿の姿は、
まさに大迫力。
必見です。

　二宮神社への渡御が終わった 3 日の深夜からは、幕
張の磯辺で「産屋の神事」（磯出祭）が行われます。式
場の周囲には竹矢来が、そして内部に参加する四つの神
社（二宮神社・子守神社・子安神社・三代王神社）の神
輿を置くための塚が築かれます（右頁図）。この磯出祭は、

もともとは砂浜で行っていましたが、現在では埋め立て
られてしまっているため、もとの海岸線である国道 14
号線と幕張一丁目西浜田の旧国道に挟まれた広場で行っ
ています。上の写真では、図にあるような周囲をぐるり
と囲む竹矢来や、各神社の神輿や提灯、半纏を着た舁夫
たちのようすが確認できます。
　午前 3 時半に幕張の祭典委員長により開始が告げら
れると、子守神社宮司と祭典委員長、二宮神社、子安神社、
三代王神社の関係者、そして白張姿の者に背負われた両
男女（リョウトメ）が入場します。竹矢来の中には子守
神社 100 人、その他の三社各 50 人、両男女関係者が
参列して磯出式が行われます。子守神社宮司の合図で金
棒長がカナボウを振って鳴らすと、他の三社のカナボウ
がそれに続き、出産の儀式、磯出式が始まります。ここ

↘

　昇殿する子安神社の神輿（昭和 48年）

　磯出際の行われる広場での子安神社・三代王神社の神輿と舁夫たち（昭和 48年）

渡御の行列（金棒ほか、昭和 48年）
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では、各社の神官が、それぞれの神輿に向かって一斉に
祝詞を奏上します。
　続いて行われる産屋の神事は、子安神社の神輿の前、
周囲をベニヤ板と旗で囲まれたところで行われます。茣
蓙を敷いて盥を置き、その上に蛤を手にした両男女が座
り、交換の仕草をします。次に赤い装束姿の子安神社宮
司が、神輿の上に置かれた大眞榊を取り上げて何度か神
輿に触れ、神儀を行います。それが終わると榊持が神輿
に上り、大眞榊を取り上げて参列者を祓い、大眞榊の枝
を折り、晒をちぎって投げ、その後突然下から引っ張ら
れて転落すると、それを合図に榊や蛤の奪い合いが始ま
ります。その間に両男女は退場、供物が片付けられます。
午前 4 時過ぎから各社の神輿は退場、それぞれ帰路に
つき、磯出祭が終了します。

　長きにわたり行われてきた三山の七年祭りも、戦中は
その影響が皆無というわけにはいきませんでした。日中
戦争の始まった昭和 12 年（1937）はそれまで通り行
われましたが、18 年に至り、戦況の悪化・電力不足や
物資統制の影響から、神輿を出さず、神幣のみの神霊渡
御という異例の形をとって行われました。

　磯出祭の式場での各社神輿の配置
＊→は退場口を示す。退場後、二宮・子安は西にある広場でもみあう

　その後、昭和 21 年に日本国憲法公布を祝って臨時
大祭が行われ、同 24 年には神輿渡御に戻すことが決
定されました。同 30 年以降は、それまでとは内容に
若干の変更が見られるものの、7 年に一度の三山の七
年祭りが続いてきています。
　様変わりしているとはいえ、戦前・戦中・戦後と、
途切れること無く続いてきた七年祭り。この先も長く
続いていって欲しいものです。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
　前回行われた平成 21 年ではなく昭和 48 年という

「ちょっと前」の写真などを使って、七年祭りをご紹
介しました。「ちょっと前」と現在、変わっていると
ころはあるでしょうか。
　今回を逃すと次はまた六年後。なかなか出会えない
このお祭りを、ぜひ実際にご覧になって、確認してみ
てください。

＊本稿の内容は、白井千万子「三山の七年祭」（『千葉い
まむかし』18 号、2005 年）、千葉市教育委員会『民俗
調査報告書　三山の七年祭―二宮神社式年大祭―』・同
記録編（1975 年）に拠っています。
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